

































































































































































































































































































































































1. 職場の歴史をつくる会 編 (1956) ,『職場の
歴史』、河出書房
2. 竹村民郎 (1960),「国民と歴史」, 井上清・
石母田正・奈良本辰也・竹村民郎共編、『現代
史の方法』、三一書房
3. 竹村, 民郎 (2001),「戦後日本における文
化運動と歴史意識 : 職場の歴史・個人の歴史
をつくる運動に関連して」京都女子大学現代
社会学部『現代社会研究』 2001/11/30- 2- 
15-29
4. 竹村, 民郎 (2011-2015),『竹村民郎著作
集』全5巻 三元社






















































































































































































































































































































































































































































































No. 02  2018
タイトルデザインの図版の原典は左からの順で以下の
通りです。
1)「福冨長者物語」
神谷詮敬（1775年写）日文研所蔵
2)「百鬼ノ図」
伝土佐光吉 （1539-1613）日文研所蔵
4) 墨池亭黒坊 (1908年)「一心同躰切ッても切れぬ
中」他、「絵葉書世界」第14号より、日文研所蔵
5) 山路亮輔 (2015年)「縦スクロールまんが」より
　お知らせ
活動予定
大衆文化研究プロジェクトでは、夏から秋にかけて、次の展覧会事業に取り組んで
います。
・日文研の妖怪パネルで遊ぼう―国際日本文化研究センターの活動紹介と妖怪
パネル展示
平成30年7月6日（金）-18日（水）、大阪市立中央図書館１階エントランスギャラリ
ーにて開催。日文研の活動内容と、所蔵する貴重な妖怪画像資料をパネルと複製物
（レプリカ）で紹介します。
・日文研所蔵 吉田初三郎鳥瞰図コレクション展（仮）
今秋、劉建輝副所長・石川肇助教の企画により、大阪市立中央図書館において、吉
田初三郎鳥瞰図コレクションを所蔵資料を中心に紹介する展覧会を開催します。
・「日文研コレクション 描かれた「わらい」と「こわい」
京都・細見美術館にて「日文研コレクション 描かれた「わらい」と「こわい」展－春
画・妖怪画の世界－」を開催します（2018年10月16日～12月9日）。日文研が25
年以上かけて収集してきた春画・妖怪に関する資料（絵巻、浮世絵、おもちゃ絵な
ど）を広く一般に向けて公開します。その他にも、春画復刻事業による復刻作品も展
示する予定です。
